
　

日
本
経
済
新
聞
の
初
代
米
州
編
集
総
局
長
在
任
中
の

昭
和
62（
１
９
８
７
）年
3
月
か
ら
２
年
間
、
わ
が
国
は

バ
ブ
ル
景
気
の
最
中
、
円
相
場
も
一
ド
ル
＝
１
４
５
円

前
後
の
円
高
と
あ
っ
て
、
日
本
人
の
来
客
は
厳
冬
の
期

間
を
除
き
週
１
〜
２
名
。
私
は
全
訪
問
客
に
丁
寧
に
対

応
し
た
が
、
長
年
親
し
く
し
て
い
る
人
物
と
の
会
合
は

楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。

　

昭
和
62
年
の
晴
れ
た
５
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
入
り
し

た
の
は
妻
孝
子（
こ
う
こ
）の
い
と
こ
で
、
有
力
広
告
会

社
第
一
企
画（
現
Ａ
Ｄ
Ｋ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）の
境

直
哉
社
長
、
由
紀
子
夫
妻
。
提
携
先
の
米
広
告
会
社
Ｄ

Ｄ
Ｂ
の
バ
ン
バ
ッ
ク
会
長
と
の
商
談
が
主
目
的
だ
っ

た
。
事
前
の
電
話
で
日
曜
日
の
昼
か
ら
夜
ま
で
付
き

合
っ
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
Ｏ
Ｋ
し
た
。
当
日
昼
過
ぎ

私
の
愛
車
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ホ
テ
ル
で
境

夫
妻
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙

が
「
ワ
ー
ル
ド
・
ロ
ン
ゲ
ス
ト
・
パ
ー
キ
ン
グ
プ
レ
イ

ス
」と
悪
評
し
た
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
・
エ
ク
ス
プ
レ

ス
ウ
ェ
イ
は
日
曜
午
後
と
あ
っ
て
ス
イ
ス
イ
。
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
の
ボ
ー
ト
・
ヨ
ッ
ト
専
用
の
港
に
到
着
。

　

バ
ン
バ
ッ
ク
さ
ん
の
運
転
す
る
大
型
ボ
ー
ト
で
ハ
ン

バ
ー
グ
と
コ
ー
ラ
の
昼
食
を
と
り
な
が
ら
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
の
美
し
い
緑
、
立
派
な
別
荘
群
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
遠
景
な
ど
さ
わ
や
か
な
３
時
間
だ
っ
た
。
夕
暮
れ

が
迫
る
中
、境
さ
ん
か
ら
菅
谷
さ
ん
の
車
を
港
に
置
き
、

バ
ン
バ
ッ
ク
さ
ん
の
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
で
彼
が
会
員
の
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
夕
食
を
と
言
わ
れ
付
き
合
っ
た
。

　

会
食
は
終
始
仕
事
の
話
。
境
さ
ん
は
日
本
で
の
米
企

業
の
広
告
出
稿
を
増
や
せ
、
Ｄ
Ｄ
Ｂ
会
長
は
努
力
し
て

い
る
が
簡
単
で
は
な
い
、
境
さ
ん
は
な
ぜ
か
と
問
い
、

Ｄ
Ｄ
Ｂ
会
長
が
理
由
説
明
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
。
英

語
が
得
意
で
な
い
境
さ
ん
に
代
わ
っ
て
私
が
通
訳
を
務

め
た
。
終
了
後
境
さ
ん
か
ら
「
菅
谷
さ
ん
の
英
会
話
は

完
璧
だ
」
と
褒
め
ら
れ
、
出
さ
れ
た
ワ
イ
ン
や
ス
テ
ー

キ
デ
ィ
ナ
ー
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
間
断
な
く
通
訳
を
務
め

な
が
ら
完
食
し
た
こ
と
を
「
菅
谷
さ
ん
は
す
ご
い
」
と

由
紀
子
さ
ん
に
驚
か
れ
た
。
境
さ
ん
は
翌
年
早
々
に
も

ロ
ッ
テ
の
重
光
武
雄
社
長
と
共
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
入

り
、
３
人
で
朝
鮮
焼
肉
屋
で
懇
談
し
た
。

　

明
治
生
命
保
険
の
役
員
だ
っ
た
一
郎
さ
ん
の
長
男
、

境
さ
ん
は
東
京
文
化
学
院
卒
、
学
生
時
代
は
「
遊
ん
で

ば
か
り
」
と
私
に
話
し
た
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

の
敗
戦
間
も
な
い
昭
和
24（
１
９
４
９
）年
、
友
人
の
堀

田
三
郎
さ
ん
と
広
告
会
社
国
際
企
画
を
設
立
、
昭
和
36

（
１
９
６
１
）年
第
一
企
画（
現
Ａ
Ｄ
Ｋ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
）に
社
名
変
更
。
昭
和
29（
１
９
５
４
）年
か
ら
始

ま
っ
た
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
に
乗
り
、
三
菱
グ

ル
ー
プ
や
西
武
流
通
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
有
力
企
業
の
広

告
を
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
と
セ
ン
ス
の
良
さ
で
増
や
し

続
け
た
。
三
菱
自
動
車
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
」
の
え
り
ま
き

と
か
げ
、
パ
イ
ポ
の
「
私
は
こ
れ
で
煙
草
を
辞
め
ま
し

た
」
な
ど
話
題
の
Ｃ
Ｍ
を
次
々
と
生
み
出
し
た
。

　

境
さ
ん
と
親
し
く
な
っ
た
の
は
私
と
孝
子
の
工
業
倶

楽
部
で
の
結
婚
披
露
宴
を
岳
父
、
田
実
渉（
当
時
三
菱

銀
行
副
頭
取
）の
要
請
で
取
り
仕
切
り
、
何
度
か
打
ち

合
わ
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
私
の
日
本
経
済
新

聞
記
者
時
代
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
帰
国
後
の
編

集
局
産
業
部
次
長
、
同
部
長
ま
で
「
菅
谷
さ
ん
を
一
企

の
後
継
社
長
に
」
と
口
説
き
続
け
た
。
赤
坂
、
浅
草
、

神
楽
坂
の
一
流
料
亭
で
最
初
の
５
〜
７
分
、
人
払
い
し

て
私
を
説
得
。
私
は
「
新
聞
記
者
や
マ
ス
コ
ミ
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
日
本
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
」
と
断

り
続
け
た
。話
が
終
わ
る
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
者
を
呼
び
、

飲
食
し
な
が
ら
交
互
に
15
〜
20
曲
歌
っ
て
お
開
き
の
パ

タ
ー
ン
。
あ
る
時
境
さ
ん
の
長
男
で
成
蹊
大
学
を
卒
業

後
ボ
ス
ト
ン
の
バ
ブ
ソ
ン
大
学
院
で
Ｍ
Ｂ
Ａ（
修
士
）

を
取
っ
た
芳
郎
君
が
第
一
企
画
に
入
社
し
て
い
る
の
で

は
と
話
す
と
、「
菅
谷
さ
ん
が
一
企
に
来
て
指
導
し
て

く
れ
る
結
果
次
第
」
と
の
返
事
だ
っ
た
。

　

私
が
日
経
常
務
取
締
役
名
古
屋
代
表
に
就
任
し
た
平

成
５（
１
９
９
３
）年
３
月
の
数
カ
月
前
ま
で
時
に
は
共

通
の
友
人
、
山
﨑
達
光
ヱ
ス
ビ
ー
食
品
社
長
ら
を
携
え

会
合
を
持
っ
た
が
、
名
古
屋
へ
の
赴
任
直
前
、
境
さ
ん

が
ガ
ン
治
療
で
極
秘
入
院
し
て
い
た
国
立
ガ
ン
セ
ン

タ
ー
を
訪
ね
た
。
常
務
の
名
刺
第
１
号
を
手
渡
し
、
喜

ん
で
も
ら
っ
た
が
程
な
く
亡
く
な
っ
た
。

四
谷
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
で
の
通
夜
、
告
別

式
に
境
さ
ん
の
遺
言
で
私
と
家
内
が
親
族

代
表
を
務
め
た
。

　

日
経
産
業
部
長
時
代
に
知
り
合
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
、
ミ
ズ
ノ
の
水
野

正
人
副
社
長（
翌
年
社
長
）の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
入
り
は
昭
和
62
年
７
月
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
鑑
賞
を
希
望
さ
れ
た
が
「
オ
ペ
ラ
座
の

怪
人
」「
キ
ャ
ッ
ツ
」
な
ど
全
て
超
満
員
。

私
の
秘
書
が
苦
労
し
て
確
保
し
た
の
は
高

級
住
宅
街
マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
１
〜
３
階
を
使
っ
て
、
客
が
案
内
人
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
従
い
、
各
階
の
舞
台
で
俳
優
が
演
じ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
演
劇
。
３
階
で
水
野
さ
ん
が
い
な
い
こ
と
に

気
付
き
２
階
に
降
り
る
と
壁
側
の
椅
子
で
眠
っ
て
い
る

水
野
さ
ん
を
発
見
。旅
の
疲
れ
と
時
差
の
影
響
と
判
断
、

翌
日
の
ヤ
ン
キ
ー
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
行
き
を
約
束
し
、
地

下
鉄
で
ホ
テ
ル
に
送
り
届
け
た
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
の
あ
る
ブ
ロ
ン
ク
ス
地
区
は
必
ず
し
も

安
全
で
な
く
、
駐
車
場
も
混
ん
で
い
る
と
判
断
、
タ
ク

シ
ー
で
向
か
っ
た
。
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
い
い
席
だ
っ

た
が
、
試
合
が
凡
戦
、
猛
暑
下
で
も
あ
り
、
水
野
さ
ん

は
「
ミ
ズ
ノ
は
野
球
用
品
を
大
量
に
ヤ
ン
キ
ー
ス
に
納

め
て
い
る
の
で
「
特
別
室
」
に
入
れ
る
か
ら
軽
食
で
も
」

と
同
行
す
る
と
、
水
野
さ
ん
が
ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
い
て

い
た
た
め
入
場
を
断
ら
れ
た
。
水
野
さ
ん
は
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
の
カ
ー
セ
ー
ジ
大
学
理
学
部
卒
。
得
意
の
英

語
力
で
ま
く
し
た
て
た
が
Ｎ
Ｏ
。「
明
日
も
お
互
い
朝

か
ら
仕
事
な
の
で
帰
り
ま
し
ょ
う
」
と
地
下
鉄
で
ホ
テ

ル
に
送
り
届
け
た
。

　

水
野
さ
ん
は
そ
の
後
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
副
理
事
長
に
就
任
、

平
成
23（
２
０
１
１
）年
Ｉ
Ｏ
Ｃ（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
）総
会
で
、
日
本
代
表
と
し
て
東
京
誘
致
の
プ

レ
ゼ
ン
を
英
語
で
行
い
、
成
功
さ
せ
た
。

※
次
号
は
“
世
界
を
生
き
る
”

　
「
日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
⑥
」
で
す

学
校
法
人 

渡
辺
学
園
理
事
長

境
第
一
企
画
社
長
と
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
へ

水
野
ミ
ズ
ノ
副
社
長
と
は
ヤ
ン
キ
ー
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
に

菅
谷 

定
彦

日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
⑤

理
事
長
コ
ラ
ム

“
世
界
を
生
き
る
”
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米広告会社会長所有の大型ボートでロング
アイランド沖を周遊、左は境第一企画社長

1987年7月　ヤンキーススタジアムネット
裏席で　右が水野ミズノ副社長
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